
 
穂高宮城地区

－有明山山麓の信仰と伝説の里－

安曇野の原風景を巡る

ふるさとウォッチングマップ

西山山麓、中房川扇状地の扇頂部に位置す

る宮城地区は旧有明村に属する地域でした。

かなり古くから人が住み着いていた場所と考

えられており、周辺には古墳など数多くの遺

跡が点在しています。地区の西方には有明山

神社が霊峰有明山を遥拝する位置に鎮座し、

近くには魏石鬼の岩屋など伝説の育まれた場

所や、近代遺産として注目される中房川の水

力発電所などもあります。
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(c) 有明山神社 拝殿

(a) 正福寺のスギ

幹周5.４ｍ 樹高38ｍの巨木

(b) 有明山神社 一の鳥居

鳥居の文字にご注目!!

(e) 中房川

発電にも利用された中房川の水

Ｎ

◆コースタイム ※時間は歩速3㎞/時としての目安です（休憩含まず）

有明山神社→約0.7㎞＊14分→宮城第一水力発電所→約0.3㎞＊6分→

花崗岩の断崖→約1.2㎞＊24分→五竜山正福寺→約0.3㎞＊6分→魏石鬼の岩屋→約0.5㎞

＊10分→有明山神社 【合計】約3.0㎞：1時間
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スタート
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① 有明山神社

(c)

④ 宮城第一水力発電所

⑤ 花崗岩の断崖

⑥ 正福寺
⑦ 魏石鬼の岩屋

(a)

(b)

(e)

② 手水舎
・裕明門

③ 神楽殿

(d)

(d) 有明講 本殿

穂高神社本殿の移建 向拝の虹梁に見られる彫刻は一見の価値あり

ゴール

※私有地への立入はご遠慮下さい。

WC P

NPO法人 安曇野ふるさとづくり応援団

※本マップは下記のサイトからダウンロード可能です

http://azumino-sanpo.info/

歴史ロマン溢れる山麓では、
ときにお猿さんたちとばったり
遭遇することも？（決してエサ
など与えないでください）

【注】マップ内の情報はふるさとウォッチングを開催した2018年10月８日現在の内容です。



③ 有明山神社 神楽殿・天井絵

天井絵は明治34年(1901)、同社の造営

に尽力した岡村阜一に協力した豊科の藤森桂

谷が当時の大家51人に計81枚の揮毫を依頼。

壁に飾られた一枚の絵は、長崎平和記念像な

どの作品で有名な北村西望が同社を訪れた際、

天井絵の様子に感銘を受け、残した作品です。

【天井絵：市有形文化財】

有明山神社 神楽殿・天井絵

⑤ 花崗岩の断崖

宮城第一発電所は現役の水力発電所として

は日本最古とされている、日本の近代遺産で

す。上中流の河床勾配が急で落差が大きい中

房川水系の水を活かし、明治37（1904）

年に完成。大町・池田・東穂高・豊科地域に

送電が開始され、安曇野に初めて電気の灯を

ともしました。

花崗岩の断崖

④ 宮城第一水力発電所② 有明山神社 手水舎・裕明門 ⑥ 五竜山正福寺 安曇野の霊峰：有明山

① 有明山神社

八面大王伝説や遺跡遺物の数多く存在する

宮城地域の象徴的な存在として山懐に鎮座し

ています。同社の由緒によると、日本神話で

天照大神の籠った岩戸を手力雄命がこの地へ

投げ飛ばしたのが有明山で、ここに第八代孝

元天皇の五年に造営されたのが、有明山神社

であると語られています。ご祭神は、有明山

の山頂それぞれに三神ずつ祀られています。

有明山神社の参道・拝殿

明治初年(1868)の廃仏毀釈により廃寺とな

り、その後明治中期になって復興されたまし

た。境内に聳え立つスギの大木は、安曇野市

の天然記念物に指定されています。文化13年

(1816)年に刊行された十返舎一九の著作「続

膝栗毛8編」には、当時の寺の絵とともに「た

ち杉は真すぐにのびて明王の利剣のなりに宮

城の山」の句が詠まれています。

美しい中房川渓谷は花こう岩の巨岩を随所

に見ることができます。花こう岩は地下の深

いところでマグマがゆっくりと冷え固まった

岩石で、約250万年前以降に急激に隆起し

た飛騨山脈とそれに伴う激しい侵食によって

地表に表れ、その後の更なる隆起と侵食に

よって、常念岳から唐松岳の広い範囲でその

山体を形成するに至っています。

裕明門・手水舎ともに、明治35年(1902）

建立。

裕明門は日光東照宮の陽明門に似せて建てら

れた御神門。三間

一戸八脚門で、妻

に二重虹梁、切妻

造軒唐破風付、銅

瓦葺の仕上がり

です。

宮城 第一水力発電所 五竜山正福寺

裕明門

ふるさとウォッチングマップ No27

標高2268ｍ。山麓から見上げると、富

士山のような美しい台形の山容を魅せる有

明山。「有明富士」「信濃富士」と呼ばれ、

ふるさとの富士山として、安曇野の人たち

に昔から愛されています。北岳、中岳、南

岳と三つのピークを持ち、有明山山頂の中

岳本社には手力雄命、八意思兼命、大己貴

命の三神が、南岳本社には天照大神、天鈿

女命、事代主命の三神が祀られています。

天照大神の籠った岩戸を手力雄命がこの地

に投げ飛ばしたのが、戸放ヶ岳、有明山と

呼ばれる霊峰だと伝えられています。

⑦ 魏石鬼の岩屋

坂上田村麻呂と対決した八面大王がたてこ

もったとされる伝説の岩窟。考古学的には古

墳であるとされています。この巨大な花こう

岩の上部には観音堂が建てられています。

手水舎は一間四

方切妻造で、優れ

た彫刻が施され、

また天井にもケヤ

キの一枚板に彫ら

れた龍が圧倒的な

存在感を放ってい

ます。
手水舎

魏石鬼の岩屋

【裕明門・手水舎：市有形文化財】
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